
関東・甲信・静支部のうごき

平成１６年度は７月末日現在で，以下の会議等を

開催した。

１．騒音振動専門部会（部会長：横浜市環境科学

研究所）

７月９日�，横浜市中区（横浜市情報文化セン
ター）において，１０機関１９名，環境省から３名の

出席を得て，下記の研究発表および講演等を行っ

た。

�研究発表（６題）
①排水性舗装による騒音低減効果の経年変化

（神奈川県環境科学センター）

②東京国際空港周辺地域の体感騒音評価

（千葉県環境研究センター）

③発生源低騒音化プロセスの効率化

（埼玉県環境科学国際センター）

④発破作業から発生する騒音・振動・低周波音

（長野県環境保全研究所）

⑤騒音振動の国際規格について

（東京都環境科学研究所）

⑥環境振動に関する自治体へのアンケート調査

（その２） （横浜市環境科学研究所）

�講演
①自動車騒音の常時監視について

（環境省自動車環境対策課）

②新幹線鉄道騒音対策と騒音の現状

（環境省自動車環境対策課）

③低周波音問題対応の手引書について

（環境省大気生活環境室）

�研究連絡会の今後の扱いに関するアンケート結
果（横浜市環境科学研究所）

アンケート結果を踏まえ，研究連絡会の当番都

市がテーマ募集等を行い，テーマがあれば開催す

ることとした。

�次回開催担当機関挨拶（山梨県衛生公害研究所）
�閉会
２．平成１６年度環境測定分析統一精度管理ブロッ

ク会議（関東甲信静支部会議）

７月２１日�，千葉市中央区（プラザ菜の花）に
おいて，全国環境研協議会関東甲信静支部１１機関

１７名，環境省２名，環境測定分析統一精度管理検

討委員２名および�日本環境衛生センター１名の
出席者により開催した。主な内容は以下のとおり。

�議事
①環境測定分析統一精度管理調査について

（環境省環境管理局総務課環境管理技術室

徳永室長）

②平成１５年度環境測定分析統一精度管理調査結

果について

（�日本環境衛生センター東日本支局環境
科学部環境対策課 西尾課長代理）

�講演
環境測定分析における留意点―ダイオキシン類

測定の Q & A―

（愛媛大学農学部環境計測学 松田助手）

�ディスカッション
統一精度管理調査および環境測定について意見

交換を行うとともに環境省，有識者および�日本
環境衛生センターから助言を得た。

上記以外の動きとしては，支部総会を９月２日

	～３日�静岡県浜松市（ウエルサンピア浜松），
大気専門部会を９月９日	～１０日�東京都新宿区
（都庁本庁舎会議室），水質専門部会を９月１６日	
～１７日�山梨県甲府市（ザ・ホテル紫玉苑）でそ
れぞれ開催の予定。
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中国・四国支部のうごき

平成１６年度全国環境研協議会中国四国支部会議

が７月２２日�～２３日�，松山市の「にぎたつ会館」
において開催された。

１日目は，開催県である愛媛県の石川県民環境

部長ならびに支部長である松尾高知県環境研究セ

ンター所長から挨拶の後，支部長表彰，全体会議

および特別講演が行われ，２日目は所長会，大気

部会ほか各部会の協議・情報交換が開催された。

１．議事（１日目）

愛媛県立衛生環境研究所の井上所長が議長に選

出され議事が進められた。支部長報告では，平成

１５年度全国環境研協議会の活動状況および中国四

国支部の活動状況について，支部長（高知県）よ

り報告があった。次に部会報告として，平成１５年

度の所長会・大気部会・水質部会・廃棄物部会

（担当：広島県）および精度管理検討会（担当：

鳥取県）について事業報告があった。

２．特別講演

「これからの環境研究を考える二三の視点」と

題して，愛媛県環境創造センターの立川所長によ

る特別講演があった。

３．支部長表彰

永年調査研究，試験検査等の業務に精励し，業

務の推進に業績のあったつぎの５氏に表彰状およ

び記念品が授与され，被表彰者を代表して愛媛県

立衛生環境研究所の進藤三幸氏から挨拶があっ

た。

岡山県環境保健センター 中桐 基晴氏

広島県保健環境センター 大原真由美氏

徳島県保健環境センター 大野ちづ子氏

愛媛県立衛生環境研究所 進藤 三幸氏

愛媛県立衛生環境研究所 越智 久尚氏

４．各部会（２日目）

�所長会
協議議題「平成１７～１８年度全国環境研協議会企

画部会（専門分野）支部幹事について」他４議題

および，情報交換議題「外部評価の実施状況につ

いて」他１議題の協議を行った。

�大気部会
情報交換議題「低周波騒音調査状況」他１７議題

の協議の後，下記１題の研究発表を行った。

「愛媛県における粉じん中の元素の挙動」

愛媛県立衛生環境研究所

�水質部会
協議議題「水生生物の保全に係る環境基準の全

亜鉛分析について」他１議題および，情報交換議

題「藻類等による水質浄化についての調査研究の

実施状況について」他１７議題の協議後，下記２題

の研究発表を行った。

①湖沼中の難分解性有機物に関する調査研究

鳥取県衛生環境研究所

②三田尻湾の人工干潟について

山口県環境保健研究センター

�廃棄物部会
情報交換議題「廃油（コンデンサーオイル）中

の簡易 PCB測定方法について」他６議題の協議

を行った。

５．来年度開催予定県

平成１７年度の全国環境研協議会中国四国支部会

議は岡山県で開催の予定である。

（高知県環境研究センター記）
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